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The role of sleep disturbance and depression
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身体的QOL、精神的QOLの低下を認める割合はそれぞれ36.7%、 24.8%、 59.6%、 28.5%で
あった。
2) PSQIスコアはSDSスコアと正の相関を示した(r= 0.537, P〈O.001) 。 PSQ工スコア
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査を施行し、同時にSDS (うつ症状の質問票) 、 PSQI (睡眠障害の質問票) 、 Sト(QOLの評価
スケール)の3種類の質問票を用いてうつ症状、睡眠障害、 QOLを評価している。また、半年
から1年後(平均7.3ケ月) 、 141名に対し同じ調査を行っている。統計学的解析により得た
結果は以下の通りである。
1)睡眠障害、うつ症状、 QOLの低下は互いに関連していた。
2)インスリン治療群では内服治療群と比較してうつスコアが有意に高かった。
3)末梢神経障害において身体的QOLスコアの有意な低下を認めた。また有痛性神経障害では睡
眠障害のスコアとうつスコアが有意に高かった。
4)前向き追跡研究の結果では睡眠障害の悪化には末梢神経障害が関与し、うつ症状の悪化には
血糖コントロール不良が関与していた。精神的QOLの悪化にはインスリン治療が関与していた。
本研究は糖尿病と睡眠障害・うつ症状との関連の研究において重要な知見を提供したもので
あり、最終試験として論文内容に関連した試問を受け、博士(医学)の学位論文に値するもの
と認められた。
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